道女子短大スキー選手の合宿練習に於ける練習効果測定成績に就いて by 本橋 寿世
道女子短大スキー選手の合宿練習に於ける練習効果
測定成績に就いて
著者 本橋 寿世
雑誌名 北海道女子短期大学研究紀要
巻 2
ページ 59-72
発行年 1969
URL http://id.nii.ac.jp/1136/00001542/
制究紀要第2号
道女子短大スキー選手の合宿練習に
於ける練習効果測定成績に就て
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去る昭和42年12月11日から30日までの約20日間，道女子短大スキー部は倶知安町旭ケ丘
スキー場に於いて合宿練習を行なった。
約20日間の合宿練習に於ける効果を肺活量，握力，背筋力並びに体重測定の結果から推
論し，練習の心身におよぼす効果を研究しようと思い，この合宿練習に同行した。この合
宿期間中に，全道学生スキー選手権大会が21日から24日まで同スキー場で開催され，道女
子短大の合宿参加選手は全員がその試合に出場した。試合の日程は， 22日アルペンの回転
競技，ノルディックの5kmレースが行なわれ，23日アルペン大回転競技が行なわれた。
合宿参加選手は，アルペン5名，ノルディック 2名である。
測定種目
肺活量， 握力，背筋力，体重
測定方法，及び測定時間
朝起床後，軽い体操後7時頃と午後練習の終った直後に室内で一定の衣服着用の上，測
定する。
本 論
アルペンスキー選手の合宿練習に対すQ成績の考察
1. 肺活量測定の成績
選手は酒井，宮田，前回，大星，並びに庄田の5人であるが，約20日間に於けるスキー
合宿練習に於いて，毎朝並びに午後の練習直後に於いて， 肺活量の消長を計った結果，次
に述べる様な諸見解を得た。（第1図参照〉
肺活量に於いて最初の5日間く らいは，各選手に於いて全般的に高値を示しているが，
これは合宿練習という新たなる環境によって生じてきた不安と緊張感，不安と精神的興奮
測定種目の成績表及び図示 。〉
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等により現われてきたものの如く考えられ，その後次第に合宿環境になじみ，慣れてくる
につれておちつきと肺活量の安定性を示すに至っている。
宮田，前田両選手に於いては， 11日目頃から著るしい肺活量の増大が見られ，より良き
合宿の練習効果が現われ、てきたよ うに思われる。
酒井，大星，庄田三選手に於いては，その後特殊な肺活量の変化は見られなかったが，
心臓機能の適性化の如く，早朝にすでに出現してくるものと異なり．肺機能の発達、は徐々
であるので，短期間の観察であまり著るしい変化のなかったことは当然な事であって，呼
吸器管の鍛練がなされなかったとは考えられぬ。
宮田，前田両選手に於ける肺活量の増加の場合は，むしろ心臓機能の適性化が良く。合
宿練習による緊張度の増大が早かった為に現われてきた現象である如く考えられる。
次に酒井，大星両選手に於いて26日， 27日の両日に於L、て肺活量の急峻な増加が見られ
るが，これは何等かの原因による一時的な変化であろ う。
2. 握力並びに背筋力測定の成績
宮田，前田両選手は，握力，並びに背筋力に於いて，共に最初から他の選手に比して，
高く合宿練習を重ねるにつれ、て，次第に増加上昇を示してきている事が知られる。特に前
田選手の場合21日から25日にかけて握力，並びに背筋力が著るしく 増加してきている。（第
2図参照〉なお選手の内では，大星選手が一番握力や背筋力が低く合宿練習経過中の変化
も少ないが背筋力に於L、ては増大している。
25日，庄回選手の握力，並びに背筋力が急激に低下しているが，これは当日頭痛をうった
6R 木橋寿世
え，身体がだるいという症状があったので、それが原因ではないかと考えられる。
（第2, 3図参照〉
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3. 体重視I]定の成績
体重の変化は5選手に於いて特別なる起臥を示さなかった。（第4図参照〕
ノルデイックスキー選手の合宿練習に対する成績の考察
l. 肺活量測定の成績
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第 4図
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選手は，片桐，角両選手であるが，両人ともに練習当初に於いては，肺活量低く，かつ
朝夕に於ける肺活量の差異が大である事が目立っている。（第5図参照〉練習後一週間目以
後に於いては，肺活量は安定して朝夕における差異も少なくなり，合宿練習の臼時ととも
に少しながら肺活量の増大がみられる。
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合宿環境に次第に慣れてきて，精神的にも安定化し，各器官，特に心臓機能の適性化
が進んできた為に現われてきた良い結果であるように見受けられる。
26日午後角選手に於いて見られる肺活量の著るしい低下は，前日の練習の疲労の結果か
らきたものであるかもしれなし、。握力（第6図参照〕と背筋力〔第7図参照〕に於いても
見られる如く，角選手にも現われているが，特に片桐選手に於いて，握力と背筋力の増加
と低下がはげしく交互に21日から27日の期間に出現しているが，これも角選手の肺活量の
同
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低下の場合と同じく，何等かの興奮と疲労に原因するものではなかろうか。
2. 握カ並びに背筋力視｜！定の成績
握力は片桐選手に於いて35～42kg，角岩に於いて25～30kg，又背筋力の大きさは両選手
ともに殆んど同等であって100～120kg程度で、ある。
握力と背筋力の測定評価はともに力学的に運動能力の似通った方向を示すものである
が，両者とも合宿練習中に於いて取立てた著るしい変化は認められなかったが，片桐選手
の方は，合宿2週間目頃から，握力の漸土台が出現している。片桐選手に於いて，練習効果
が，よ り適性な状況にあったように思われる。角選手に於いては後半逆に握力が少しく低
下している。（第6図参照〉背筋力に於いては，特に両者ともに格別に練習期間中著るしい
変化は見られなし、。ただ握力，背筋力ともに， 練習最初の5日間くらいは高値を示し，次
第に安定した一定値を示ずにいたっている。これは，アルくンスキー選手の項でも説明し
た如く，合宿練習初期の精神的興奮，緊張感とその後の環境的慣れによる安定感と平静に
よる変遷過程を現わしているものと思考される。2週間後に於いて片桐選手の方は，背筋
力に於いても握力と同じように漸増を示し，角選手の方は逆に漸減の傾向を示している。
注目すべきは21日から22日に於し、て，両者ともに握力並びに背筋力に於いて急上昇を示
し， 翌23日に於いて急降下を示している事である。これは，試合を翌日にひかえた緊張と
興奮であり，又5kmレースの為の強度な緊張と興奮の為と，思われる。翌23日に於いては，
その疲労が露呈されたものではなかろうか。
これと似たような変化が肺活量の26日のデーターにも現われており，体重（第8図参照〉
に於いても26日には僅かながら両選手に於いて体重の減少をきたしている事が認められ
る。
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3. 体重測定の成績
片桐選手は58kgくらい，角選手は46kgくらいであるσ 両者と もに体重に於いては合宿練
習中に於いて， それ程のI首減は出ていない。
栄養摂取量と練習強度との聞のバランスが取れており，疲労又は過労に由来する消耗が
有ったようには思われなし、。
栄養娯取量の漸噌と体重のバランスが確保されている点から考えると，この度の合宿練
習は充分なる効果をもたらしたものと思考せられる。
全体的考案
相対的に午前と午後との肺活量，握力並びに背筋力の消長は，午後練習直後に於L、て増
大しているが．練習の日数を重ねるにつれて午前と午後との差が大となり，練習直後に於
ける増大度がましている。思うに午後の測定は練習直後に計ったものであって，この時｜浪
に於いては練習に依る疲労よりも．練習に依る興奮と緊張度の増大が表面に現われてきた
為であって，今すこし後のm判明に於L、て選手の精神的な平静が取り もとされた時限に於い
て今一度m1J定したならば疲労による握カ並びに背筋力の低下が見られたのではないかと考
えられる。とにかく練習l直後の測定に於いて日数を重ねるにつれて測定値が噌大している
事は，運動による興奮と緊張度が次第に強く l向く成り得てきたという事実を物語っており
鍛錬効果は充分に有ったものと信じられる。
尚この研究は対象の選手がはなはだ少なく種々不用意な測定子段も有ったが， 今後，更
にこのような研究を多くの選手に就いて数多く精密な測定を行ない，練習効果をより一層
向め得る万策の究明に努力して行きたし、と思いま－ro 
内最後に体育科長天野教授並びに布上講師から本論文；にJxして種々助言を載いた事を感
謝致します。
